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先月両親とともに宇奈月温泉に行つてきました。
宇奈月という漢字になつたのは宇治や奈良とならぶ名月の地にしようと
元々あつた「うなづき」の地名に「宇奈月」の文字をあてたそうで。

ちなみに僕世代だとおなじみの「うなづきマーチ」作詞作曲は大瀧詠一
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ゆらねの主な予定

10/21(土 )出張推拿@マルシェノグチさん (京都二条)
10/23(月 )酒 ×占@おさけカフェpeti*petitさ ん .

11/5(日 )釜座マルシェ@高松神明神社 (烏丸御池)
11/7(日 )星と五行 (冬編)
11/30(本 )暦とカラダのお話会@mさん宅

興味のあるイベントがあったら、お氣軽にご参加ください
1 言洋しくは http://― .yurane― seiai.com/

養生カレンダーの読み方ワーク@ゆらね

日時 11月 1日 (水)11:00～ 12:30
参加費 600円 (カレンダー付き)

同様のワークを出張でも開催します。
話す場所と聴いてみたい方さえいらしたら、
どこへでもお伺いします。(交通費等は不要)

そんな場を作っていただける方おられましたら
ぜひお声掛けください !よろしくお願いします。



金木犀

ゆらねの前のお宅には
鬱蒼と金木犀が茂つており
前を通るたびに
とてもいい香りがします。

本来「鬱」という言葉には
エネルギーが充実した
生氣みなぎる状態の意があります。

生命力が旺盛が故に
それが邪魔され、行き場を失なうと
心がふさがってしまう̈ ・

推拿ではそんな風に考えます。

金木犀の中国名は「桂花」と呼ばれ
漢方などにもよく使われており

その効能は
滞つた氣を発散してくれる
働きがあります。

鬱々とした時は
金木犀の前で
深呼吸しましょう～。すう～。 (三 )

先日中学校の同窓会があった。約25年ぶりの !

同窓生の名前が思い出せないままドキドキの会場へ。

案の定、色々忘れてたけれど、ものすごく楽しんだ。
皆、元氣だつたし。皆、笑つて笑つて。
何の話をしたかなんて、ほっとんど覚えてないけれど
皆の顔がすごく良かつた。

話は変わつて、ここ数回のイベントでよく思うこと。

知人や友人、生徒さん達がわざわざ来てくれる。
ほんとに皆に助けられているなぁ、と。
なんだか人の有り難みが身にしみる今日この頃。

思い返せば、人間関係に悩み人と話すことに苦痛を感じ
一人が楽だとひねくれていた若かりし頃。

今でもそんなに得意ではないけれど
一人は一人で楽しいけれど、
随分と人に会うことを楽しめるようになった。

人に恵まれているなぁとつくづく思う。
そして、私は会う人会う人すぐ好きになるということも分かつた。

皆が幸せでありますように
皆の悲しみや苦しみがなくなりますように
皆の願いが叶いますように ERIO
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【発行人】ゆらね推拿担当 三木哲哉

陰陽五行の自然観を学びながら、整体や養生のことを
お伝えしています。イベント、ワークショップ、出張施術など
新しいご縁、お待ちしております。
tetsuya.miki@yurane― seitai.com

【新聞編集】衣スイナスタッフ mu―ran

夜スイナ@ゆらね 月曜日18:00～ L.0.21:00(予約制)
.mail ikumi― n.13@ezweb.ne.わ
te1 09096113230 twitter@mimiOsumaseva
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